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特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。
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特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。
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特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。
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特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。
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図面名

会社名

土工定規図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 5

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1: 50
A3用紙 1:100

土 工 定 規 図

(セミフラット形式)

土 工 定 規 図

(マウントアップ形式)

理論最大凍結深さ

設計CBR %

10年確率最大積雪深

舗装合計厚 Ho

交通区分

設計速度

構造種別 第4種第3級

N2交通

80 cm

1.00m 程度

3 %

115 cm

設  計  条  件

 堆雪スぺース

1.45m+6.00m+1.45m
歩道　車道　歩道

設計幅員

30 km/h

なし

土 工 定 規 図

(車輌乗入部)

土工定規図 S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

縁石詳細図 S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

導　水　縁　石 導水縁石(変形b)

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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導水縁石 導水縁石
導水縁石 導水縁石車道中央線 車道中央線

導水縁石 導水縁石車道中央線

C10

C10

R30

R70

基礎コンクリート

敷モルタル

基礎コンクリート

敷モルタル

現道(左右非対称) 改良(左右対称)

2%2%
2% 2%

2% 2%2% 2%

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

FH

(破線)

FH

(破線)

(変形b) (変形b)

2% 2%2% 2%

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

FH

(破線)

　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm

　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm

C-1 C-1

特記事項

※ 現道の路盤構成は、想定したものである。

※ 土工定規図は、加重平均によるBH=0.14とした。
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年　度

H=1:  500

H=1:1,000

V=1:  100

V=1:  200

A1用紙

A3用紙
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特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。
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A1用紙 1: 25
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雨水桝取付管一覧表

S=1:　40(A3)
S=1:  20(A1)

取付管

砂基礎

図面名

会社名

排　水　標　準　断　面　図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 8

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

桝 接 続 側 面 図
 

排水標準断面図 S=1:　50(A3)
S=1:  25(A1)

取 付 管 接 続 側 面 図

測　点
管底高 取付管長 排水勾配

接続方式

桝 接 続

備考

取付管接続

〃

〃

〃

〃

〃

〃

桝 接 続

取付管接続

〃

〃

流入工NO.1

〃

令　和　7　年　度
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界
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界
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界
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 表　　　層　再生密粒度アスコン  t= 4cm

 下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=30cm

 凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=46cm

表　　　層　再生細粒度アスコン  t= 3cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=10cm

凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=17cm

表　　　層　再生細粒度アスコン  t= 3cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=10cm

凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=17cm

表　　　層　再生細粒度アスコン  t= 3cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=10cm

凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=17cm

表　　　層　再生細粒度アスコン  t= 3cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=10cm

凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=17cm

 表　　　層　再生密粒度アスコン  t= 4cm

 下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=30cm

 凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=46cm

〃

3.8%3.7%

〃
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調整モルタル

中間桝
840×840×H

丸蓋φ600S
T-25施工基面高

720

注）

蓋(鋳鉄)の天端と舗装面の整合を図ること。

また、蓋(鋳鉄)の天端はFHより1cm下げた高さとする。

天端勾配調整縦断図

舗装面

6
1

6
2

720

2.5%～4.0%

H

120 600 120

840

調整モルタル

中間桝
840×840×H

丸蓋φ600S
T-25

調整モルタル

舗装面

60程度

調整モルタル

天端勾配調整横断図
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2% 2%

S=1: 20(A3)
S=1: 10(A1)

S=1: 20(A3)
S=1: 10(A1)

8
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側　面　図

集水桝Ⅰ型Ａ詳細図 S=1: 40(A3)
S=1: 20(A1)

平　面　図

雨水桝Ⅱ型Ａ詳細図 S=1: 40(A3)
S=1: 20(A1)

正　面　図側　面　図 上部桝詳細図

平　面　図

側　面　図

特殊上部桝 撤去図

側　面　図
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Ⅰ型Ａ桝材料表

測　点 丸蓋
T-14(枚)

中間桝(基)
追加調整
ﾓﾙﾀﾙ(m3)

備　考200 300 350 450

1

調整
ﾓﾙﾀﾙ高(m)

21.80

46.85

71.63

96.53

121.43

171.17

177.77

146.29

1

1

1

1

1

1

0.005

0.005

0.005

0.008

0.050

0.005

0.005

0.003

0.003

0.060

0.060

0.060

0.060

0.080

0.050

0.060

177.77 L8.410.005 0.060

合　計 0.0441 4 2

重 量 179kg 260kg 300kg 381kg

桝合計
重量(kg)

260kg

260kg

260kg

300kg

381kg

260kg

179kg

381kg

300kg

Ⅱ型Ａ桝材料表

測　点（L) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
 T-25(枚)

下部桝
(基) 基面整正

(m2)
基礎材
(m2)

上部桝
(基)

5.00 1

1

1

1

1

1

1

0.581 1

8 8

重 量 118kg218kg

桝合計
重量(kg)

374kg

21.80

46.85

71.63

96.53

121.43

146.29

173.20

小　計

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

8

374kg

374kg

374kg

374kg

374kg

374kg

374kg

4.64

丸蓋
T-25(枚)

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8 1

プレキャスト集水桝
箇所別

〈作業区分〉据付 〈製品質量(kg/基)〉80kgを超え200kg以下（基礎砕石の有無：無し）
200kgを超え400kg以下（基礎砕石の有無：無し）

1基
8基

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

4.64

測　点（R) ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
 T-25(枚)

下部桝
(基) 基面整正

(m2)
基礎材
(m2)

上部桝
(基)

重 量 118kg218kg

桝合計
重量(kg)

6.50

1 1

374kg

21.80

46.85

71.63

96.53

121.43
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1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1
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0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

0.58

合　計
16

8 8

9.28

小　計

16 16左　右

プレキャスト雨水桝
箇所別

〈作業区分〉据付 〈製品質量(kg/基)〉200kgを超え400kg以下（基礎砕石の有無：有り）
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0.58
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図面名

会社名

排 水 詳 細 図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 9

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1: 20
A3用紙 1: 40

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

合計(R7分) 5 1 1 1 2

合計(R7分) 4 4 4 4 2.32 2.32 合計(R7分) 4 4 4 4 2.32 2.32

左　右
合計(R7分)

8 8 8 8 4.64 4.64

令　和　7　年　度
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注）

調整モルタル高62mmは平均値であり、参考値である。

調整モルタル(m3/箇所)：(0.72×0.72-0.60×0.60)×調整モルタル高

追加モルタル(m3/箇所)：調整モルタルー0.005（調整モルタル標準値）

調整モルタル

中間桝

下部桝（既設）

敷砂 t=3cm

基礎材 t=20cm

丸蓋φ600S

丸蓋φ600S

敷砂 t=3cm

基礎材 t=20cm

上部桝

下部桝

敷砂 t=3cm

基礎材 t=20cm

グレーチング蓋 グレーチング蓋

特殊上部桝

グレーチング蓋

敷砂 t=3cm

基礎材 t=20cm

下部桝（既設）

上部桝

下部桝

中間桝 中間桝

840×840×H

840×840×1000

再生骨材0～80mm

T-25

T-25

再生骨材0～80mm

560×560×250/270

560×560×580

再生骨材0～80mm

365×420×56細目 365×420×56細目

(撤去)

470×520×56普通目
(撤去)

再生骨材0～80mm

840×840×1000 560×560×H

560×560×250/270

560×560×580

560×560×H



2%
4.4%

NO.1流入工側面図

用
地
界

 表　　　層　再生密粒度アスコン  t= 4cm

 下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=30cm

 凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=46cm

表　　　層　再生細粒度アスコン  t= 3cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　 t=10cm

凍上抑制層　火山灰　　　　　　　t=17cm

流入工詳細図 S=1:　40(A3)
S=1:  20(A1)
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FH=91.79

水道管

HP１種90°固定基礎
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水道管
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導水縁石
(変形B)
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ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-25

上部桝 
中間桝 H=400
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カラー継手φ150

カラー継手φ150
EL=90.65EL=90.65

A1用紙 1: 20
A3用紙 1: 40
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VUφ150

図面名

会社名

流 入 工 詳 細 図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 10

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm
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汚水管
φ250

FH=93.14水道管
ALPφ200

特記事項

※ 道路施工端部は、既設に摺付けること。

※ 断面図の現況地物等は、前後の横断図からの想定である。

2% 2%

FH

3000 3000

9000

1500 1500

6000430 430

2% 2%

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

導水縁石 導水縁石

巻込部歩道面積
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図面名

会社名

交差点詳細図

工事名

縮　尺

向陽ヶ丘18号通線測量設計委託

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 12

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:100
A3用紙 1:200

交差点詳細図 S=1:200(A3)
S=1:100(A1)

平　面　図

側　面　図

断　面　図

縁石詳細図 S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

導　水　縁　石 導水縁石(変形b)

土工定規図(参考図)

令　和　7　年　度
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汚水管
φ250凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=46cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=30cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 4cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=35cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=35cm

上層路盤　　再生アス安定処理　 t= 5cm

基　　層　　再生粗粒度アスコン t= 4cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 3cm
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　　　　　　　　　　　　　　 Σt=80cm

416

266

巻込部5742

S
P
=
1
7
3
.
4
6

150

150

416

266

巻込部5742

S
P
=
1
7
6
.
7
0

VCL=35.00m

85
°
28
′
51
″

3
0
0
0

3
0
0
0

1
4
5
0

1
4
5
0

2058

1397

8
0
0
4

7
6
1
0

51
60

6180

R=5.00m

R
=
5
.
0
0
m

R=5.00m

R
=
5
.
0
0
m

85°
34′

50″

89
°
43
′
00
″

2058

S
P
=
1
7
1
.
4
0

300

300

S
P
=
1
7
3
.
4
6

S
P
=
1
7
1
.
4
0

FH=95.43

7
9
3
0

7
9
8
0

2% 2%

FH

3500 35003300 3300

Ⅰ型縁石 Ⅰ型縁石

2% 2%

7000430 430

822 82
2

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=35cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=35cm

上層路盤　　再生アス安定処理　 t= 5cm

基　　層　　再生粗粒度アスコン t= 4cm

表　　層　　再生密粒度アスコン t= 3cm

　　　　　　　　　　　　　　 Σt=82cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

凍上抑制層　火　山　灰　　　　 t=17cm

下層路盤　　再生骨材0～40mm　　t=10cm

表　　層　　再生細粒度アスコン t= 3cm

13600

特記事項

※ 道路施工端部は、既設に摺付けること。

※ 断面図の現況地物等は、前後の横断図からの想定である。

巻込部歩道面積
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図面名

会社名

終点詳細図

工事名

縮　尺

向陽ヶ丘18号通線測量設計委託

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 13

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:100
A3用紙 1:200

終点詳細図 S=1:200(A3)
S=1:100(A1)

平　面　図

側　面　図

断　面　図

令和5年度調査終点
 SP=179.20

縁石詳細図 S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

車道用縁石Ⅰ型 Ⅰ型縁石(特殊変形b)

令和5年度調査終点
 SP=179.20

土工定規図(参考図)

令　和　7　年　度
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図面名

会社名

取付道路標準図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 14

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1: 50
A3用紙 1:100

取付道路標準図 S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

平　面　図

舗装タイプ 敷砂利タイプ

側　面　図

舗装タイプ 敷砂利タイプ

断　面　図

舗装タイプ 敷砂利タイプ

番号 測　点 タイプ 交差角θ 幅員W(m) 延長L(m) 備　考

L1 5.50 舗装 90-00-00 8.00 3.50 駐車場

取付道路一覧表(L側)

L2 47.00 敷砂利 90-00-00 6.00 5.00 駐車場

L3 58.90 舗装 90-00-00 3.40 1.00 半地下車庫

L4 64.10 舗装 90-00-00 6.60 4.70 駐車場

L5 80.90 舗装 90-00-00 5.60 2.00 駐車場

L6 106.90 敷砂利 90-00-00 5.00 1.00 車両通路

L7 156.40 敷砂利 90-00-00 5.00 1.00 車両通路

番号 測　点 タイプ 交差角θ 幅員W(m) 延長L(m) 備　考

R1 14.00 敷砂利 90-00-00 4.00 1.00 駐車場

取付道路一覧表(R側)

R2 18.60 敷砂利 90-00-00 1.00 5.00 人道通路

R3 28.90 敷砂利 90-00-00 3.00 1.50 車庫

R4 37.80 敷砂利 90-00-00 14.00 1.50 駐車場

R5 48.30 敷砂利 90-00-00 2.00 4.00 人道通路

R6 57.70 敷砂利 90-00-00 3.00 1.00 車庫

R7 62.50 舗装 79-00-00 2.50 3.00 人道通路

R8 69.70 舗装 90-00-00 6.00 1.00 駐車場

R9 120.60 舗装 90-00-00 7.70 1.80 駐車場、車庫

R10 130.70 敷砂利 90-00-00 5.00 4.00 駐車場

R11 148.50 舗装 90-00-00 11.00 4.00 車両通路

地　番 地　番
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41-24

41-24
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41-22

41-21

41-21

41-20

41-19

41-19

41-18

41-18

41-15

41-14

41-12

縦　断　図 V=1:20,H=1:100(A3)
V=1:10,H=1: 50(A1)

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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敷砕石(切込砕石)0～40mm　t=20cm
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再生細粒度アスコン　　　 t= 3cm
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敷砕石(再生骨材)0～40mm　t=20cm
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特記事項

※ 取付道路の位置及び構造等については、地先に確認を行い

 適宜調整すること。 

※ 取付道路のタイプは、現況の舗装状況によるものである。

※ 歩道部の横断勾配は、最大5%程度以下とすること。また、

 標準値2%以外とした場合は、歩道の縦断勾配が5%以下となる

 ように摺付けること。図中の摺付区間は参考図である。

※ 取付道路の勾配は最大10%程度以下が望ましいが、現地の

 状況等によりやむを得ない場合は、現況見合いとすること。



図面名

会社名

取付道路側面図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 15

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:100
A3用紙 1:200

取付道路側面図 S=1:200(A3)
S=1:100(A1)

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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図面名

会社名

人孔桝嵩上げ詳細図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 16

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:20
A3用紙 1:40

撤　去　図

平　面　図

側　面　図

人孔桝嵩上げ詳細図 S=1:40(A3)
S=1:20(A1)

番　号 測　点 離れ(m)
既設天端高
FH1(m)

計画天端高
FH2(m)

調整リング
(mm)

備　考

No1 44.67 L1.01 90.59 90.70 H=100 縦断勾配i=3.875%

1号マンホール嵩上げ一覧表

No2 93.41 L0.92 92.50 92.62 H=100 縦断勾配i=3.982%

No3 142.21 L0.91 - (埋殺し)- -

桝深H(m)

2.26

2.29

-

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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基礎材 t=20cm

底版(M1P)

管取付壁(M1B)

調整リング(KYR)

斜壁(KYT)

直壁(M1S)

調整モルタル

基礎材 t=20cm

基礎材 t=20cm

底版(M1P)

管取付壁(M1B)

調整リング(KYR)

斜壁(KYT)

直壁(M1S)

調整モルタル
調整リング(KYR)

リングボルト(MRB)

リングボルト(MRB)

蓋及び受枠

調整リング(KYR)

蓋及び受枠

蓋及び受枠

インバートコンクリート インバートコンクリート

粗粒材0～80mm

φ1100×130

H=600,900,1200,1800

H=50,60,70,80,90,100,150

H=250,300

H=300,600,900,1200,1800

(取壊し)

粗粒材0～80mm

粗粒材0～80mm

φ1100×130

H=600,900,1200,1800

H=50,60,70,80,90,100,150

H=250,300

H=300,600,900,1200,1800

H=100

T-25(撤去・再設置)

H=100

T-25(再設置)

T-25(撤去)

縦断勾配i%

特記事項

※ 既設マンホールの構造等は、想定したものである。

※ 調整モルタルでマンホール蓋の天端勾配を調整すること。
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図面名

会社名

公共汚水桝取替詳細図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 17

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:10
A3用紙 1:20

塩　ビ　桝

公共汚水桝取替詳細図 S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

番号 測　点 地　番 桝深H(m)
自在曲管(個)

L1 18.29 41-26 1.10 45°×1

公共汚水桝取替一覧表

L2 51.14
41-25
41-24

- -

L3 73.60 41-23

ベース版

取付管布設工 S=1:40(A3)
S=1:20(A1)コンクリート桝

流出管VUφ150

直管(m) カラー(個)

0.30 1

- -

流入管VUφ100
桝形式

DR挿口型

-

上部桝及び
蓋(基) 下部桝h(m)

1

-

1

撤　去　工

上部桝(基)

1

- -

0.55 1

カラー(個)

1

-

基礎材(m2)

0.1

-

ベース版
(個)

1

-

L4 102.52 41-11 1.26 0°×1 0.60 245°Y型 1 0.65 110.1 1

L5 131.24 41-11 1.25 0°×1 0.30 1DR挿口型 1 0.60 110.1 1

L6 160.01 41-11 1.22 0°×1 0.30 1DR挿口型 1 0.60 110.1 1

R1 3.10 41-22 1.05 15°×1 0.30 1DR挿口型 1 0.60 110.1 1

R2 16.24 41-21 - - - -- - - --- -

R3 32.24 41-20 - - - -- - - --- -

R4 44.95 41-19 - - - -- - - --- -

R5 61.16 41-18 - - - -- - - --- -

R6 73.74 41-17 - - - -- - - --- -

R7 124.62
41-15
41-14

1.48 15°×1 0.60 245°Y型 1 0.85 110.1 1

離れ(m)

4.13

4.14

4.12

4.10

4.03

4.08

5.05

4.11

4.21

4.19

4.06

4.13

4.15

現況FH1

91.92

桝天端高(m)

計画FH2

91.87

91.04 91.02

89.83 89.79

92.99 93.03

94.06 94.15

95.09 95.15

89.44 89.35

89.75 89.75

90.31 90.29

90.80 90.78

91.42 91.40

91.90 91.89

93.85 93.92

- - - -- 高さ調整-- -

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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路床面

FH1FH2

ベース版

歩道舗装端

上部桝及び蓋(再設置)

ベース版

公共ます(塩ビ製)

掃除口

VUφ200

カラー継手φ100

カラー継手φ150

VUφ100

自在曲管φ150

基礎材 t=20cm

歩道舗装端

上部桝及び蓋(再設置)

上部桝及び蓋(撤去)

下部桝(取壊し)

カラー(取壊し)

インバートコンクリート

VUφ150 VUφ100

VUφ150

VUφ100

平　面　図

側　面　図

VUφ150 VUφ100

(コンクリート製)

側　面　図

上　面　図

100×150×200

L=300

再生骨材0～40

(コンクリート製)

正　面　図

(コンクリート製)

(コンクリート製)

(コンクリート製)

(取壊し)

CLからの離れ

CLからの離れ

特記事項

※ 塩ビ製公共ますは、メーカーにより寸法等が異なるため、

 参考図である。適宜、立上管の長さ等を調整すること。

※ 施工時に既設コンクリート桝の損傷が確認された場合は、

 新材に取替えること。

※ 既設公共ますの天端高が計画高±2cm以下の場合は、歩道

 を摺付けるものとした。



特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。

FH=89.35FH=89.31

※ 側面図の現況地物等は、前後の横断図からスライドさせて

 想定したものである。

FH=89.35

FH=89.79

5.00%

5.00%

5.00%

FH=91.87

FH=93.03

5.00%

FH=93.92

3.59%

FH=94.15

FH=95.15

3.34%

凡　例

CA1 : 床掘り(側面積)

FA1 : 埋戻し(側面積)

0.9FA1=

1.3CA1=

1.4FA1=

1.8CA1=

0.3FA1=

0.3CA1=

1.8FA1=

2.2CA1=

1.2FA1=

1.6CA1=

1.5FA1=

2.0CA1=

2.1FA1=

2.5CA1=

45°自在曲管
φ150

0°自在曲管
φ150

0°自在曲管
φ150

0°自在曲管
φ150

15°自在曲管
φ150

15°自在曲管
φ150

※ 既設公共ますの天端高が計画高±2cm以下の場合は、歩道

 を摺付けるものとした。

5.00%

5.00%

3.15%

※ 土留ブロック擁壁が施工の支障となる場合は、

 協議すること。

図面名

会社名

公共汚水桝取替側面図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 18

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

公共汚水桝取替側面図 S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

A1用紙 1: 50
A3用紙 1:100

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度
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車庫
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汚水管

雨水管

汚水管

雨水管

EL=88.36EL=88.28
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FH=89.44

FH=89.75

汚水管

雨水管
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汚水管
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雨水管
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汚水管
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FH=91.04

FH=91.42
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汚水管

雨水管
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汚水管

雨水管

FH=91.92

FH=91.90

EL=90.67EL=90.73

汚水管

雨水管

EL=90.72EL=90.67

汚水管

雨水管EL=91.77EL=91.83

汚水管

雨水管

FH=93.85

EL=92.50EL=92.42

汚水管

EL=92.88EL=92.96

汚水管

EL=93.98 EL=93.93

FH=95.09

FH=94.06

雨水管

雨水管

FH=92.99
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PLPφ80
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3.10(R1)

DL=86.00

FH=89.73

16.24(R2)

FH=89.79

18.29(L1)

DL=87.00

DL=87.00

FH=90.26

32.24(R3)
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44.95(R4)
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図面名

会社名

撤去平面図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 19

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1:250
A3用紙 1:500

撤去平面図 S=1:500(A3)
S=1:250(A1)

縁石詳細図 S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

歩車道境界縁石導　水　縁　石

向陽ヶ丘18号通線道路改修工事

令　和　7　年　度

教住 教住 教住 教住

公住

給水塔

As As

As

仕 仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

止

仕

止

汚Ｍ

汚Ｍ

汚Ｍ

汚Ｍ 汚Ｍ

雨Ｍ

下Ｍ 汚

汚

下Ｍ 下Ｍ下Ｍ

下Ｍ

下Ｍ

下Ｍ
下Ｍ

下Ｍ 下Ｍ

下Ｍ

下Ｍ

下Ｍ

駐車場

As

Ｍ

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

汚(埋)

看

As

As

水Ｍ

水Ｍ
水Ｍ

止

As

施設

As

As

街灯

止

仕

仕

仕

標

看

共64.02.30.32.33.34
Ｎ向陽幹10直2左4右2

共-32.32.30
Ｎ10直2左4右2左1

共-22.84.03
Ｎ10直2左4右2左2

共-21.46.80
Ｎ10直2左4右2左3

番号無

共-21.07.54
Ｎ10直2左4右2左4

共-11.79.83
Ｎ10直2左4右2左5

　11.75.41
Ｎ向陽幹21

共64.02.30

下Ｍ

共64.02.30.31.64.94
Ｎ向陽幹10直2左4右3

店

住

車

住

車

物

住

物

住

車

物

物

物

住
住

車

空

物

住

物

住

住

物 物
物 物

向陽ヶ丘19号通線
 SP=105.46(R)

T2 T3

41-11

41-23

41-2441-2541-26

41-1441-15

41-17

41-1841-19

41-20

41-2141-22

北海道

細田　和彦小田桐　加代子

網走市

内海　優子嶋　健一

伊藤　幸太

久保　和子篠永　政雄

澤谷　淳子

奈良　進筒井　純文有限会社小清水ショッピングセンター

41-12

網走市

向陽ヶ丘18号通線

向
陽
ヶ
丘
中
央
線

向
陽
ヶ
丘
1
9
号
通
線

向
陽
ヶ
丘
1
1
号
通
線

向陽ヶ丘5丁目

細田　香泉

筒井　智恵

41-5

100

L=7.8m
導水縁石撤去 歩車道境界縁石

撤去 L=12.3m導水縁石撤去 L=64.6m

撤去 L=12.7m
歩車道境界縁石

舗装版切断
t=3cm

舗装版切断
t=4cm

舗装版切断
t=3cm

L=6.0mL=1.3m L=1.3m

L=179.20m

L=8.0m

1
6
.
0
0
m

L=1.3m0.45m

0.45m

L=5.6m

L=6.0mL=2.4m

L=4.5m

L=12.5m

2.42m 0.80m

0.45m

1
5
.
9
3
m

0.45m

2.4
2m

L=3.4m

導水縁石撤去 L=78.7m 歩車道境界縁石撤去 L=21.6m

1
.
6
0
m

舗装版切断
t=3cm 舗装版切断t=3cm 舗装版切断t=3cm

舗装版切断
t=3cm

舗装版切断
t=3cm

舗装版切断
t=3cm

舗装版切断t=3cm

舗装版切断
t=3cm

L
=
1
.
5
m

導水縁石撤去 L=173.2m

舗装版破砕

舗装版破砕
舗装版破砕

舗装版破砕

舗装版破砕

舗装版破砕

舗装版破砕

舗装版破砕

舗装版破砕
舗装版破砕

舗装版切断

SP=90.00

歩車道境界縁石撤去L=7.47m

R7年度工事起点

R7年度工事終点

SP=179.20

導水縁石撤去L=80.24m

舗装版切断
t=3cm L=3.2m

舗装版切断
t=3cm L=2.4m

舗装版切断
t=12cm L=18.4m

舗装版破砕
t=3cm A=137.0m2（L側）

舗装版破砕
t=3cm A=100.5m2

t=3cm A=111.5m2（R側）
舗装版破砕

舗装版破砕
t=4cm A=541.9m2（車道）

舗装版破砕
t=12cm A=53.0m2
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排水管撤去
VUφ150 L=1.5m

集水桝Ⅰ型A撤去

S
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=
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.
8
0

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
P
=
4
6
.
8
5

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
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=
7
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.
6
3

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
P
=
9
6
.
5
3

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
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=
1
2
1
.
4
3

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
P
=
1
4
6
.
2
9

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
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=
1
7
1
.
1
7

グレーチング蓋
集水桝Ⅰ型A撤去

S
P
=
1
7
7
.
7
7

丸蓋T-14(再利用)

集水桝Ⅰ型A撤去

特殊上部桝
グレーチング蓋

S
P
=
1
7
7
.
7
7

S
P
=
4
4
.
6
7

1号マンホール撤去
蓋及び受枠T-25(再利用)

S
P
=
9
3
.
4
1

1号マンホール撤去
蓋及び受枠T-25(再利用)

t=4cm A=1,099.8m2

t=3cm A=259.1m2

t=3cm A=21.8m2
t=3cm A=11.2m2

t=3cm A=47.0m2

t=3cm A=133.2m2

t=3cm A=13.8m2

t=3cm A=7.6m2

t=3cm A=6.0m2

t=3cm A=3.4m2
t=3cm A=31.0m2

t=4cm L=16.9m

特殊上部桝 特殊上部桝 特殊上部桝 特殊上部桝 特殊上部桝 特殊上部桝 特殊上部桝 中間桝H=500

舗装版破砕

歩車道境界縁石撤去L=14.13m導水縁石撤去L=70.84m

R6年度工事起点

SP=0

R6年度工事終点

導水縁石撤去L=85.02m

縁石撤去L=7.89m

縁石撤去L=7.86m

特記事項

※ 不可視部の構造等については、資料図等より想定したもの

 であることに留意すること。



特記事項

※ 施工計画は参考図であり、現地の状況等に合わせて適宜

 修正すること。

※半断面施工で通行幅が確保できるため、片側交互通行とする。 ※雨水桝取付管の施工時は、車両通行幅と仮歩道を
　左右に分けて確保し、片側交互通行とする。

図面名

会社名

施工計画図

工事名

縮　尺

株式会社　北杜設計

令和 6 年 3 月

網　走　市　役　所

図面番号 20

作成年月

路線名 606　向陽ヶ丘18号通線

年　度

A1用紙 1: 50
A3用紙 1:100

S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

(片側交互通行)

施工計画図

(仮歩道)(L側施工の場合)

一　般　部 取付管施工部
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